
１　研究の実施状況
（１）研究期間　2020年７月～ 2021年１月

（２）実施場所　富岡製糸場・富岡市立図書館・富岡実業高等学校

（３）参加人数　富岡実業高等学校地域産業科園芸デザインコース３年草花部　７名

（４）研究内容
　富岡製糸場内の樹木・草花について実際に現地調査を行った。敷地内の植物を確認し、季節ごとの植物の変
化を写真等で記録した。富岡製糸場総合研究センターや富岡市立図書館の方々と連携して資料を収集し、種類
や特徴などを分布図や一覧にまとめた。また、製糸場との関わりを調査することで富岡製糸場の歴史における
植物の役割や植物資源の再発見を目指した。樹木・草花の調査結果をまとめ、地域住民や来場者に対して樹木
の歴史や草花の開花時期・見どころなどをパンフレットにして新たな視点から富岡製糸場のＰＲ活動を実践し
た。

２　研究の成果
　樹木調査を行って、約500本、70種類以上と想像より多くの樹木が存在していることが分かった。富岡製糸
場には植えられた時期や目的が様々な植物が存在することが分かった。皇室関係者が植栽した記念樹や、富岡
製糸場が開設された当時に植栽されたと思われる樹木も多くあり、一般開放されている庭園でもそれらを見る
ことができることが今回の調査で分かった。このことを、富岡製糸場を観光で訪れた人にも知ってもらおうと
思い、見どころになる樹木の詳しい場所や特徴などを記した図や表を作成した。さらにパンフレットとしてま
とめることができた。
　活動の中で、樹木医の方から樹木についての講習を受けた際、樹木もこれから残すべき財産だが、病害虫や
菌類などの影響で樹木が弱ってきていて、すでに何本か伐採していることを知った。樹木の保全や管理につい
て私たちができることがないか考えるきっかけとなった。今後の活動につなげていきたい。

富岡製糸場と周辺関連施設の樹木・草花調査

 群馬県立富岡実業高等学校　地域産業科草花部
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調査結果や研究の根拠となった資料（富岡製糸場総合研究センターより）
①富岡製糸場の樹木配置図

富岡市教育委員会『史跡・重要文化財（建造物）
旧富岡製糸場保存管理計画』（2008年１月）
39ページより
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富岡市教育委員会『史跡・重要文化財（建造物）
旧富岡製糸場保存管理計画』（2008年１月）
40ページより

②富岡製糸場の記念樹図
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作成したパンフレット
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研究の様子

写真１：製糸場の方からの説明 写真２：現地調査

写真７：パンフレット 写真８：説明用パネル

写真３：樹勢調査（サルスベリ） 写真４：富岡市立図書館にて

写真６：パネル作成写真５：樹木診断講習
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